
令和４年度
スポーツ施策の進捗状況

（重点施策）

令和４年６月末時点

資料１

○第２期スポーツ推進計画の総括評価基準

評価区分 達成状況

S 　数値目標の達成率が110％以上のもの

　 　　　〃　　　　 　　　　100％以上のものＡ

Ｂ 　 　　　〃　　　　　　　　   80％以上のもの

Ｃ 　 　　　〃　　　　　　　　   60％以上のもの

Ｄ 　 　　　〃　　　　　　　　　 60％未満のもの



スポーツ参加の拡大施策の柱 1

施策の
方向性

（１）新たなスポーツ推進体制による持続可能な
　　　　 地域スポーツの推進

Ｒ４年度の到達目標に対するＲ３年度末の実績

①地域スポーツハブ設置数：11団体
②立ち上げから３年後のスポーツ活動数が立ち上げ
年度比で20％増加している
③広域を対象とした取組や市町村と連携した取組が
増加している
④ハブ同士や市町村との連携により、広域的な視点
を持った取り組みを各ハブが展開
⑤地域スポーツコーディネーター等育成塾の受講者数
が増加している

令和４年度の到達目標

主要な
取り組み

●スポーツ機会の拡充に向けた地域スポーツの拠点づくり
　・地域のニーズに応じたスポーツ機会の拡充

地域スポーツハブの機能の充実及び継続に向けた支援
（１）地域スポーツ促進委員会への参加
　・広域的な事業や地域部活動、障害者スポーツ等の公益性の高い活動の
　　実施につなげるための提案及び助言
　（拠点以外の市町村のニーズ・課題とのマッチング　等）
　・ハブの横の繋がりを活かした事業活動の実施
　・リモートスポーツパッケージの有効活用に向けた提案及び助言
　※リモートスポーツパッケージ：県立施設や地域の拠点に配置したリモート
　　機器一式

（２）地域スポーツコーディネーターの育成
　・地域スポーツコーディネーター等育成塾の開催（計6回）
　・地域スポーツコーディネーター情報交換会へ参加（計2回）
　・リモートスポーツパッケージ情報交換会の開催（計2回）
　　
（３）地域スポーツハブ機能の充実・発展に向けた取り組み
　・ハブ事業活動の周知（地域単位での意見交換会の実施）
　・県内34市町村との個別協議（拠点9市町との協議含む）

（４）新たなスポーツ推進体制との連携による活動の充実
　・一般社団法人高知県スポーツコミッションとの連携による活動の実施
　・大阪体育大学との連携協定を活用した事業活動の推進

（１）地域スポーツハブ促進委員会への参加　計5回
　・事業活動の実施（R4.6月末時点）

　　　南国市（3）、土佐市（8）、土佐清水市（1）、室戸市（4）
　　　香南市（5）、四万十町（1）、安芸市（6）、宿毛市（1）
　　　須崎市（3）

（２）地域スポーツコーディネーター育成塾　計1回(参加者数: 12人)
　・地域スポーツに関する意見交換会との同時開催（5/24～5/24）
　→4ブロック（安芸、物部川・嶺北・仁淀川・高知市、高幡、幡多）
　 対象者：地域スポーツコーディネーター、（新）市町村担当者

(3)地域スポーツハブ機能の充実・発展に向けた取組
　・5月開催の市町村との意見交換会において、9ハブの今年度事業活動を　　
　　周知
　→拠点以外の市町村への活動周知による広域のマッチング促進

(4)新たなスポーツ推進体制との連携による活動の充実
　・高知県スポーツコミッションの国補助事業採択（5月）
　→5月開催の市町村との意見交換会において、県内34市町村及びハブ受
　　託事業者へ高知県スポーツコミッションを紹介（講師として招聘）
　・大阪体育大学との活動実施に向けたリモート協議　計2回（5月）
　・大阪体育大学へ訪問し、今年度実施事業についての調整（6/29）

　　　当初計画（今後の取り組み予定）P

●県内各地において、地域のスポーツ活動拠点が機能
しスポーツ環境が整っている
●各地域スポーツハブ内におけるスポーツ活動数が増
加している
●地域スポーツコーディネーター等育成塾の受講者数
が増加している

令和４年度末の目指す姿

●ハブ同士の連携による広域を対象とした取組は増えてきたが、
　活動エリア自体は拠点のある市町に留まっており、拠点周辺
　の広域エリアには広がっていない
●多分野のメンバーで構成されるハブの促進委員会において、
　地域のニーズや課題に応じたスポーツ活動が実施されているが、
　拠点の市町のメンバーが多く、広域のニーズ・課題を捉えきれ
　ていない
●スポーツを取り巻く課題や環境は多様化しており、地域の実
　情に応じた柔軟な対策が実施できる仕組みや体制が必要

課題

事業概要
地域スポーツハブ展開事業
総合型地域スポーツクラブ等が地域のスポーツ活動の拠点「地域スポーツハブ」を担い、地域のニーズに応じて行う公益的なス
ポーツ活動を支援する。

令和４年度の取り組み状況
　　　取り組み状況D

高知県スポーツ振興の
強化ポイント P43 事業実施計画 P58
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●意見交換会の機会を捉えた広域のマッチング推進
　→令和3年度に調査・整理した市町村別個票を活用し、市町村別に
　　ニーズ・課題の抽出、投げかけ
●ハブ事業の活動継続に向けた投げかけ（促進委員会での議論等）

●ハブの拠点以外の市町村において、地域スポーツの課題解決につながる
　取組が推進するよう、地域スポーツハブや高知県スポーツコミッションとのつ
　なぎや取組の後押しが必要
●ハブへの補助終了後を見据え、ハブの機能（他分野の関係者が連携す
　る機会）や事業活動の継続について検討が必要
●運動部活動の受け皿づくりをはじめ、多様化する課題への対応が必要

見直しの
方向性

　　　見えてきた課題に対する改善策A 　　　見えてきた課題C

①地域スポーツハブ設置数：９団体 Ｂ

②地域スポーツハブ内におけるスポーツ活動数（初年度→３年後）　　
　　  南国市（4→6）、土佐市（8→９）、土佐清水市（12→11）、
　　　室戸市（6→7）、香南市（6→10）

Ａ

③広域を対象とした取組数：（初年）0→（R3）6 Ａ

④地域スポーツハブ連携事業数：（初年）0→（R3）3 Ｄ

⑤地域スポーツコーディネーター等育成塾等の受講者数：（初年）7→
（R3）19 Ａ

①地域スポーツハブ設置数：11団体
②各地域スポーツハブのアクションプラン
（指標）に示す目標値に到達
③地域スポーツハブ展開事業全体の指標
について目標値に到達
④ハブ同士や市町村との連携により、広域
的な視点を持った取り組みを各ハブが展開
⑤継続的な活動に向け、自主財源確保の
取り組み及び市町村支援の方向性の決定

令和３年度の到達目標



（１）特別支援学校と連携したスポーツ参加の「きっかけ」創出の取組
　①関係者検討会議
　　パラリンピアン派遣連携団体等との実施プログラム等の検討、実施後の
   検証の場 
　　　実施時期：７月、10月、２月 （計３回） 
　 ②パラリンピアンによる講演会・体験会 
　　　実施時期：８月、10月、12月、１月 （計４回） 
　　　想定参加数：40人/回 

（２）マリンスポーツを通じた障害者のスポーツ参加の拡大への取組 
　①障害者スポーツ関係者検討会議 
　　・地域の多種多様な業種の委員が参画し、地域における障害者のス　　
　　ポーツ活動を支える基盤づくりとそれを自立的に継続させるための検討・
　　検証を行う会議 
　　・実施時期：７月（２回）、９月（計３回） 
　②パラリンピアンによる講演会と体験会 
　　・実施時期：７月（１回） 
　③ユニバーサルビーチの設営と海水浴体験 
　　・実施時期：７月～８月（４回）
 

 

　　

　

スポーツ参加の拡大施策の柱 1

Ｒ４年度の到達目標に対するＲ３年度末の実績

主要な
取り組み

●スポーツ機会の拡充に向けた地域スポーツの拠点づくり
　・特別支援学校等と連携とした障害者スポーツの推進

　　　当初計画（今後の取り組み予定）P

事業概要
障害者スポーツ推進プロジェクト（スポーツ庁委託事業等）
特別支援学校やスポーツ団体等と連携し、障害者スポーツ情報の効果的な収集・発信・共有体制を構築するとともに、特別支
援学校を中心に多様な関係者が連携して、在校生や卒業生、地域住民など誰もが参加できるスポーツ機会を提供する。

令和４年度の取り組み状況

2

令和４年度末の目指す姿

●障害者が地域の身近な場所でスポー
ツに参加しやすい仕組みを構築した団体
等が増えている。

令和４年度の到達目標

①仕組みを構築した団体等：7団体
②仕組みを構築した団体・地域において、障害者
が参加できるスポーツ教室が２つ以上できている

（１）特別支援学校と連携したスポーツ参加の「きっかけ」創出の取組
　・検討委員会立ち上げ準備（６月）
　　※構成メンバー13名（学識経験者、特別支援学校、地域スポーツハ
       ブ、スポーツ推進委員等）

（２）マリンスポーツを通じた障害者のスポーツ参加の拡大への取組 
　・ユニバーサルビーチプロジェクト勉強会実施（6/19）
　　※参加者20名（須磨UBP、YASU、香南市、観光協会、民間企業、
       報道関係者等）

施策の
方向性

（１）新たなスポーツ推進体制による持続可能な
　　　　 地域スポーツの推進

課題

　　　取り組み状況D

見直しの
方向性

　　　見えてきた課題に対する改善策A 　　　見えてきた課題C

高知県スポーツ振興の
強化ポイント P46 事業実施計画 P60

第２期高知県スポーツ推進計画Ver.５（冊子）

●新たな種目の実施のため、地域ニーズに応じた
　取組を関係者の連携を強化し検討する必要があ
　る
●学校など教育の場や子どもたちが集まるスポーツ
　活動に、パラリンピアンによる講演、体験会等ス
　ポーツを知る、見る、体験する機会の提供が必要

　●各取組において、より多くの参加者が得られるよう準備することが必要
　　　　　　　　　　　

●参加対象を明確にした周知を徹底する

①仕組みを構築した団体等：６団体（地域スポーツハブ５拠点）/目標７団体 Ｂ

②障害者が参加できるスポーツ教室が２つ以上できている団体→５団体 Ａ

令和３年度の到達目標

①仕組みが構築した５団体等ができている
②仕組みを構築した団体・地域において、障害者
が参加できるスポーツ教室が２つ以上できている



（１）体験型イベントの開催
　①スポーツJAMフェスタ2022
　 ・プロポーザル公募開始（6/1～）
　 ・プロポーザル事業説明会（6/3）
　
（２）スポーツ推進委員によるスポーツイベント（教室）の開催
　①各地区におけるスポーツ推進委員の活動への支援
　　・ニュースポーツの普及に向け、スポーツ推進委員の活動拠点にスポーツ　
　　 用具整備への助成（新規）
　②スポーツイベント企画立案に向けた研修
　　・県初任者研修会（講演・モルック等ニュースポーツの実技）
　　　※７月30日実施予定

（４）インターネット等を活用した情報発信の強化
　①SNSやこうちスポーツNAVIによる情報発信
　　・高知龍馬マラソン・高知FD・ジャパンサイクルリーグ公式戦高知大会等
　②動画やイベントの掲載等
　　・トップページへのオリ・パラ競技大会のレガシーの動画掲載５件(6/6)
　　　（チェコ・シンガポール・オランダ・オーストラリア・トンガ）

（１）体験型イベントの開催
　　①スポーツJAMフェスタ2022の開催（10月中）
　　 ・プロポーザル公募（６月上旬）
　　 ・イベント参加者のアンケート結果を分析、調査（11月まで）
　　②企業合同交流運動会の開催（11月以降）
　　 ・健康増進・コミュニケーションの促進・企業間交流・企業のスポーツ活動　
　　　の活性化やスポーツ参加の拡大
（２）スポーツ推進委員によるスポーツイベント（教室）の開催
　　①各地区におけるスポーツ推進委員の活動への支援
　　　・誰もが参加しやすいスポーツの普及に向けた事業計画を策定　　　
　　②スポーツイベント企画立案に向けた研修
　　　・県初任者研修会（７月）
　　　・県研修会（12月）　　　
（３）県民スポーツ月間によるスポーツ機運の醸成
　　①テレビ・ラジオ・県広報誌「さんＳＵＮ高知」等での周知（９月～）
（４）インターネット等を活用した情報発信の強化
　 ①SNSやこうちスポーツNAVIによる情報発信
　　 ・スポーツ課取り組みの積極的な発信
　　　⇒今後の予定
　　　 　水泳の日・・・(6/6)発信
　　　　 マッチングプログラム・くろしおキッズ・・・随時
　　　　 スポーツJAMフェスタ（スポーツイベント）・・・10月予定
　　　　 企業スポーツ運動会・・・10月以降の予定
　　　 　龍馬マラソン2023　・・・随時
     ②動画やイベントの掲載等
　 　　⇒ こうちスポーツNAVI関係団体へ情報発信の協力依頼

　　　当初計画（今後の取り組み予定）P 　　　取り組み状況D

スポーツ参加の拡大施策の柱 1

施策の
方向性 （２）ライフステージに応じたスポーツ活動の推進

Ｒ４年度の到達目標に対するＲ３年度末の実績

主要な
取り組み

●スポーツを「知る」「始める」機会の拡充
　・気軽にスポーツに親しむ機会の充実

見直し
方向性

課題

事業
概要

「始める」機会の拡充
障害の有無に関わらず誰もが親しみやすいスポーツ体験イベントの開催や県内企業の従業員を対象とした運動会の開催などにより、
スポーツを「始める」機運の醸成を図る。また、地域スポーツハブやスポーツ推進委員等によるスポーツ機会の提供により、スポーツを
「始める」機会を拡充し、スポーツ参加の拡大につなげる。

令和４年度の取り組み状況

３

令和４年度末の目指す姿

●全ての年代においてスポーツの参加人口がH28年度より増加し
ている。

令和４年度の到達目標
①１週間の総合運動時間が60分未満の児童
生徒の割合・全国平均値
②成人の週１回以上運動・スポーツの実施
率：65％以上
③高知県障害者スポーツ大会の参加者数：
1,700人以上

　　　見えてきた課題C
●スポーツ推進委員の活動を通じた誰もが参加できるスポーツの拡充
●県民スポーツ月間における広報活動の強化

　　　見えてきた課題に対する改善策A
●子どもから高齢者まで,障害の有無に関わらず誰もが身近な地域で気軽
　にスポーツを楽しむことのできる環境づくりが必要
●県内のスポーツに関する情報を効果的に発信することにより、県民（特に
　スポーツ無関心層）のスポーツ参加の拡大につなげることが必要

高知県スポーツ振興の
強化ポイント P44 事業実施計画 P62

第２期高知県スポーツ推進計画Ver.５（冊子）

●子どもたちの体力は、ほぼ全国水準に達しているが、生涯を通じたスポー
　ツ活動の土台となる子どもの体力をさらに高める必要がある
●コロナ禍における子どもの体力の維持・向上に向けた取組のさらなる推
　進が必要である
●成人の週１回以上のスポーツの実施率は5割超に上昇したものの全国
　に比べて低い
●新型コロナウイルス感染症の影響で障害者のスポーツ参加機会が減少
　している

①１週間の総合運動時間が60分未満の児童生徒の割合（　）は
全国値
　・小5男：8.9%（8.8%)　・小5女：14.1%（14.4%)　
　・中2男：8.0%（7.8%)　・中2女：19.6%（18.1%)　

Ａ

②成人の週１回以上運動・スポーツの実施率：（Ｈ28）44.3％
→（R3）51％　〈「県民の健康・スポーツに関する意識調査〉 Ｃ

③高知県障害者スポーツ大会の参加者数：（Ｈ29）1,471人→
（R3）633人※コロナにより３競技のみ実施 Ｄ

令和３年度の到達
目標－

※R3年度に実施する
「県民の健康・スポーツ
に関する意識調査」に

より把握



（１）スポーツの裾野拡大に向けた取組
　 ①運動やスポーツが好きな子どもを増やす取組の充実
　　■スポーツJAMフェスタの開催に向けた準備
　　　・プロポーザル　公募開始（6/1～）
　　■マッチングプログラムの実施に向けた調整
　　　・マッチングプログラムⅢ-２…実施場所の検討
　　■指導者養成講習会
　　　・公認指導者講習会の実施（６月～）　　　　
（２）子どものスポーツ環境の充実に向けた取組への支援
　　①子どものスポーツの空白を埋めるための環境づくり
　　　・市町村との意見交換会（県内4ブロック）において、9ハブの今
　　　　年度事業活動を周知（5月）
　　　　→拠点以外の市町村への周知による広域のマッチング促進
　　　・高知県スポーツコミッションの国補助事業採択（5月）
　　　　→5月開催の市町村との意見交換会において、県内34市町村及び
　　　　　　地域スポーツハブ受託事業者へ高知県スポーツコミッションを紹介
　　　　　（講師として招聘）
　　　・大阪体育大学とのリモート協議　計2回（5月）
　　  ・大阪体育大学へ訪問し、事業実施に向け調整（6/29）　　　
　　②運動部活動の充実・継続ができる環境づくり
　　　・地域運動部活動推進事業　　
 　　　　土佐清水市（中学校）再委託：５月
　　　　　　　　　　　　　　　　活動開始：５月（バトミントン、テニス）
　　　・運動部活動指導員配置事業
　　　　　運動部活動指導員の配置状況
　　　　　　　　市町村立中学校：27校40部（41名）
　　　　　　　　県立中学校：３校６部（７名）　　　
　　　　　　　　高等学校：21校41部（48名）
　　　　　研修会の実施
　　　　　　　　県立学校の配置に係る研修（オンデマンド研修）
（３）障害児のスポーツ機会の充実
　　 ①障害児が気軽にスポーツに参加できる環境づくり
　　　・特別支援学校でのパラリンピアンによる講演会・体験会（調整中）
　　　・地域スポーツに関する意見交換会において地域の障害者が参加でき
      る活動を検討（１回）　　 

　

スポーツ参加の拡大施策の柱 1

Ｒ４年度の到達目標に対するＲ３年度末の実績

（１）スポーツの裾野拡大に向けた取組
　 ①運動やスポーツが好きな子どもを増やす取組の充実
　　■スポーツJAMフェスタ2022の開催（10月中）
　　　　　目標集客人数：延べ3,000人
　　■高知県パスウェイシステム事業　マッチングプログラム（18回）
　　　　【実施時期】 ７月から２月末
　　　○マッチングⅠ…親子で運動に親しむ。年中から小学３年生が対象
　　　　Ⅰ-1…日本トップリーグ機構主催『あそビバ！』を3地域で実施(340名)
　　　　Ⅰ-2…対象年代にあった運動プログラムを3地域で実施（500名）
　　　○マッチングⅡ…自分に合った競技を見つける。小学３～６年生が対象
　　　　Ⅱ-1…スポーツ能力発見協会の体力測定会を２地域で実施
　　　　　　　　(300名)
　　　　Ⅱ-2…競技体験教室の実施。３地域で開催（180名)
　　　○マッチングⅢ…県民のニーズに応えた内容であり、R4年度より追加
　　　　Ⅲ-１…パラスポーツイベントを実施（100名）
　　　　Ⅲ-２…中山間地域や学校をターゲットにスポーツ体験教室を６回実
　　　　　　　　　施（新規）
　　■指導者養成講習会の実施

（２）子どものスポーツ環境の充実に向けた取組への支援
　　①子どものスポーツの空白を埋めるための環境づくり
　　　・地域スポーツハブが実施する活動の周知
　　　・運動部活動地域移行の機会を捉えた子どものスポーツ環境の整備
　　　・新たなスポーツ推進体制との連携による活動の充実
　　　　→一般社団法人高知県スポーツコミッションとの連携による活動の実施
　　　　　 大阪体育大学との連携協定を活用した事業活動の推進
　　②運動部活動の充実・継続ができる環境づくり【保健体育課】
　　　・合同部活動の実施や地域部活動モデル事業の実施に向けた取組
　　　・高等学校振興に向けた学校運動部活動の取組への支援

（３）障害児のスポーツ機会の充実
　 ①障害児が気軽にスポーツに参加できる環境づくり
　　　・障害者スポーツセンターと連携した障害児のスポーツ環境づくり
　　  ・地域のスポーツ拠点等による障害児のスポーツ環境づくりへの支援

●スポーツの裾野の拡大や、子どものスポーツ実施につながる取り組
　みが必要
●人口減等により、運動部活動やスポーツ少年団などに所属する
　子どもが少なくなってきており、今後の活動への影響が懸念される
●高知市以外では特に団体競技において部活動数の減少が見ら
　れる
●障害者が活動できるチームや団体は、高知市周辺に集中してお
　り、障害児が身近な地域でスポーツ活動ができる環境が十分でな
　い

課題

令和４年度の取り組み状況

4

令和４年度末の目指す姿
●県内の児童・生徒が障害の有無
に関係なく、いきいきと自分の適性に
応じたスポーツに取り組む事ができて
いる。

令和４年度の到達目標
①地域ｽﾎﾟｰﾂﾊﾌﾞ等による地域部活動の受け皿となる
取組：８件
②障害者が気軽にスポーツに参加できる仕組みを構
築した団体等数:７団体
③マッチングプログラムの参加者：1,420名
④障害者が参加できるイベントや大会が増えている
⑤スタートコーチ資格取得者：100名
⑥地域部活モデル事業等数：2件

　　　取り組み状況D　　　当初計画（今後の取り組み予定）P

施策の
方向性

（２）ライフステージに応じたスポーツ活動
の推進

主要な
取り組み

●地域における子どものスポーツ環境づくり
　・スポーツの裾野拡大に向けた取り組みの充実
　・子どものスポーツ環境の充実に向けた取り組みへの支援

事業概要
地域における子どものスポーツ環境づくり
　誰もが参加しやすいスポーツ体験会等の開催や、障害者スポーツセンターや地域のスポーツ拠点が子どものスポーツの空白を埋める
取組、並びに地域のスポーツ指導者の育成を図る取組を支援する。

●マッチングプログラムを開催希望する小学校への調査を実施
●学校部活動の地域への移行について市町村の担当者や学校長に対する
　説明会を実施
●各市町村毎の障害者スポーツニーズ把握のための調査と広域の取組の展開

　　　見えてきた課題に対する改善策A
●子どもが身近な地域でスポーツに参加できる機会が少ない
●学校部活動の円滑な地域移行に向け、県教育委員会と連携し早急に
　取り組むことが必要
●地域の障害者スポーツに関するニーズ把握が不十分

　　　見えてきた課題C

見直しの
方向性

高知県スポーツ振興の
強化ポイント P45 事業実施計画 P64

第２期高知県スポーツ推進計画Ver.５（冊子）

①地域スポーツハブ等による地域部活動の受け皿となる取組:11件 Ｓ

②障害者が気軽にスポーツに参加できる仕組みを構築した団体等数：６団体 Ｂ

③マッチングプログラムの参加者:1,195名 Ｂ

④障害者が参加できるイベントや大会が増えている。 Ａ

⑤スタートコーチ資格取得者：54名 Ｄ

⑥地域部活モデル事業等数：１件 Ｄ

令和３年度の到達目標
①地域スポーツハブ等による地域部活動の受け皿
   となる取組：４件
②障害者が気軽にスポーツに参加できる仕組みを
   構築した団体等数：５団体
③マッチングプログラムの参加者：840名
④障害者が参加できるイベントや大会が増えている
⑤スタートコーチ資格取得者：30名
⑥地域部活モデル事業等数：2件



（１）障害者スポーツの活動支援 
　①地域スポーツハブ促進委員会（９回/４月）開催
　　 地域スポーツハブ意見交換会（１回/５月）開催
　②指導員養成事業委託契約締結（６月）
　③高知県障害者スポーツ大会の開催（5/21～5/29）（再掲）
　　参加総数:464人
　④障害者スポーツ実施環境構築支援事業（日本パラスポーツ協会委託
　　事業）
　　　地域スポーツハブ等（10箇所）に障害者スポーツ活動に必要な用具
　　の整備を申請中（6/17）

（２）競技力向上支援
　　　強化対象決定
　　　　特別強化（S指定３人、A指定４人）
　　　　強化助成（団体競技６チーム、個人競技22人）

（３）スポーツ情報の活用の充実
　①スポーツ教室やイベント、大会情報の発信
　　・高知県障害者スポーツ大会開催の周知
　　・ユニバーサルビーチイベント（７～８月開催）の情報発信の準備
　②スポーツ大会の結果の収集・発信、メディアへのパラ選手等の情報提供
　　・高知県障害者スポーツ大会結果を障害者スポーツセンターHPに掲載

（４）障害者スポーツの理解啓発の推進
　①障害者スポーツセンターにて、ダンス教室、ウォーキング教室等開催
　 ②講演会、体験会の実施に向け実行委員会の設置準備中

　

スポーツ参加の拡大施策の柱 1

Ｒ４年度の到達目標に対するＲ３年度末の実績

（１）障害者スポーツの活動支援 
　①地域スポーツ促進委員会（計20回程度）、意見交換会（年４回
　　程度）にて各市町村、スポーツハブ等と連携し、地域ニーズに対応した
　　活動を検討、実施する
　②障がい者スポーツ指導員の養成を嶺北及び中部部地区で開催
　③高知県障害者スポーツ大会の開催
　④ユニバーサルイベントの開催（７～８月、12月）
　⑤車いすラグビー合宿誘致（12月）

（２）競技力向上支援 
　①全国障害者スポーツ大会出場選手等へのNF登録コーディネート
　②強化指定選手に競技力向上研修を開催
　③競技性の高い取組への支援 （６月～） 

（３）スポーツ情報の活用の充実
　①スポーツ教室やイベント、大会情報の発信
　②スポーツ大会の結果の収集・発信、メディアへのパラ選手等の情報提供
　③リモートを活用した会議・スポーツ教室（体操、ダンス、ヨガ）等の開催

（４）障害者スポーツの理解啓発の推進
　①総合型地域スポーツクラブと連携し、地域住民を対象とした障害者ス
　　ポーツ等体験教室（20回程度/年）の開催
　②特別支援学校等においてパラリンピアンによる講演会、体験会を開催
　　（４回）

 

課題

令和４年度の取り組み状況

5

令和４年度末の目指す姿

●（福）高知県社会福祉協議会を中心に、関係団体等の支援が充
　実し、障害者のスポーツ活動が活性化している。
●（福）高知県社会福祉協議会や地域スポーツハブ等が、学校、競
　技団体、福祉関係者などと連携を図り、障害者がスポーツに参画しや
　すい環境が提供されている。
●各拠点において新たな種目の実施など、障害者のニーズに応じた受け
　入れが充実する。

令和４年度の到達目標

①県立障害者スポーツセンターの
利用実績：H29年度比20％増
加
②中央競技団体への登録者数が
前年度より増えている。
③障害者が参加できるイベントや
　大会が増えている。

　　　取り組み状況D　　　当初計画（今後の取り組み予定）P

施策の
方向性 （３）障害者のスポーツ参加機会の拡充 主要な

取り組み
・障害者スポーツの活動支援　／　・障害者が参加しやすい環境づくり
・スポーツ情報の活用の充実　／　・障害者スポーツの理解啓発の推進

事業概要

障害者スポーツ推進事業　
高知県社会福祉協議会をはじめ、市町村やスポーツ団体、学校、福祉関係者など、障害者スポーツの関係者が連携する仕組
みづくりやスポーツ機会の拡充を図ることにより、障害者が身近な地域で安心してスポーツに参加できる環境を創出する。また、障
害者スポーツの理解啓発を進め、障害の有無に関わらず誰もが一緒にスポーツを楽しむことができる環境づくりにつなげる。

●意見交換会を定期的に実施し、地域ニーズに応じた体験の場を創出。

　　　見えてきた課題に対する改善策A
●県、市町村、地域スポーツクラブ等が一堂に会し、市町村毎の課題に応
　じた活動が広がるよう、協議する場が必要

　　　見えてきた課題C

見直しの
方向性

高知県スポーツ振興の
強化ポイント P46 事業実施計画 P60

第２期高知県スポーツ推進計画Ver.５（冊子）

●地域における障害者のスポーツ機会を増やす
　ことが必要
●障害者スポーツの理解促進が必要
●障害の有無を問わないスポーツイベントが必要

①県立障害者スポーツセンターの利用者数（H29)25,131名　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒（R３）18,591名（▲27%） Ｄ

②中央競技団体への登録者数が前年度より増えている 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（H29)192名→（Ｒ2）146名 Ｄ

③障害者が参加した体験教室及びイベント等の活動数：５件 Ａ

令和３年度の到達目標

①県立障害者スポーツセンターの
　利用実績：H29年度比10％
　増加
②ＮＦ登録者数が前年度より増
　えている。
③障害者が参加できるイベントや
　大会が増えている。



（１）リモートの活用

①リモート活用スポーツ情報交換会の開催
　・地域スポーツに関する意見交換会（５月）
　　（対象）地域スポーツハブコーディネーター及び市町村担当者

②RSP活用実績（延べ人数）　※総合型スポーツクラブの活動を含む　
〔注：RSP＝Remort Sports Packageの頭文字〕　　　（単位：人）

　

スポーツ参加の拡大施策の柱 1

Ｒ４年度の到達目標に対するＲ３年度末の実績

（１）リモートの活用
①リモート活用スポーツ情報交換会の開催
　・市町村担当者会、育成塾等でリモート機器設置施設と取組内容に
    ついて広報、情報共有を行う。
②活用実績の定期確認（毎月）
③効果的なリモート機器の運用に関する研修会の開催

●ウィズコロナ・アフターコロナ時代に対応した新たなスポーツ活動の形が徐々
　に広がっているが、その活動は機器を整備した施設に留まっている
●これまでスポーツ教室等を実施していなかった中山間地域等の遠隔地と
　リモートでつながることにより、スポーツ参加の拡大につなげる必要がある
●リモートスポーツ活動の好事例を横展開し、活用を促進する必要がある

課題

令和４年度の取り組み状況

6

令和４年度末の目指す姿

◆ウィズコロナ及びアフターコロナの社会においても、県内各地でリモートを　　
　 活用したスポーツサービスなどが提供され、時代に合ったスポーツ参加
   機会が拡充している。

令和４年度の到達目標

①リモートによるスポーツ参加延べ
人数：2,640人/年(地域スポー
ツハブ)

　　　取り組み状況D　　　当初計画（今後の取り組み予定）P

施策の
方向性 （７）スポーツに親しむ場の確保 主要な

取り組み ●リモートでスポーツ教室や研修等ができる環境の整備

事業概要
リモートによるスポーツサービスの提供　
高知県スポーツ科学センターなど、県立のスポーツ施設や地域のスポーツ施設などを中心に、リモートによるスポーツ教室や実技指
導の配信等を行うことができる環境を整備し、ウィズコロナ及びアフターコロナの社会におけるスポーツ活動を効果的に推進する。

●情報交換会により、設置施設間での情報の横展開と連携強化を促進
●大学関係者や有識者からの助言による取組のブラッシュアップ

　　　見えてきた課題に対する改善策A
●健康サロンでの体操教室で有効活用している施設を中心に活用が広がっ
　ている一方で、活用が十分に進んでいない施設がある
●サテライト施設の活用が進んでいない

　　　見えてきた課題C

見直しの
方向性

高知県スポーツ振興の
強化ポイント P48 事業実施計画 P90

第２期高知県スポーツ推進計画Ver.５（冊子）

月 区分
リモート活動への参加人数（延べ人数）

みる する ささえる 小計 合計

4月
地域スポーツハブの取組※ ０ 815 18 833

840
施設の取組 0 ０ 7 7

5月
地域スポーツハブの取組※ ０ 777 51 828

862
施設の取組 0 ０ 34 34

①リモートによるスポーツ参加延べ人数
　　・地域スポーツハブ等（９拠点）：6,118人
　　・県民体育館等のスポーツ施設   ：4,872人　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計10,990人

Ｓ

令和３年度の到達目標

①リモートによるスポーツ参加延
べ人数：2,400人/年(地域ス
ポーツハブ)



競技力の向上施策の柱 2

施策の
方向性

（１）新たなスポーツ推進体制による戦略的な競
技力強化

Ｒ４年度の到達目標に対するＲ３年度末の実績

主要な
取り組み

●さらなる競技力向上に向けた強化
・競技団体の実情に応じた効果的な強化　
・全高知チームによる重点強化　
・選手強化におけるPDCAの徹底

（１）RPDCA（進捗管理シート）による競技力強化への支援
　　・RPDCA（進捗管理シート）による各競技の実状に応じた育成・強
　　　化の充実（全競技）
　　・全高知チームによる重点強化（15競技）

　
（２）各競技団体における組織運営（ガバナンス・コンプライアンス）の
　　　　支援及び強化

（３）スポーツ医科学の活用
　　①パフォーマンス向上支援事業
　　　・SSC活用強化策年間計画の作成及び進捗管理
　　　・SSC活用強化策利用競技団体を中心としたヒアリングの実施
　　　・体力測定、各種サポートの実施
　　②研修・支援事業
　　　・競技別コーディネーター（各競技団体に配置している医科学担当
　　　者）の資質向上（年間２回の講習会）
　　

●感染対策を継続しながら、現時点で可能な活動で強化活動を実施でき
　るよう県スポーツ協会と連携し支援する。（進捗管理シートの活用とヒアリ
　ングの実施）

　　　当初計画（今後の取り組み予定）P

見直しの
方向性

●各競技団体の実状に応じた競技力の底上げが必要
●ウィズコロナ・アフターコロナにおける活動の充実が必要

課題

事業概要
競技スポーツ選手育成強化事業
競技団体が各々の実情に応じて、効果的な強化や全高知チームによる重点強化、選手強化におけるPDCAの徹底を着実
に行うことができるよう、県スポーツ協会が各競技団体を多方面からサポートすることを支援する。

令和４年度の取り組み状況

　　　見えてきた課題に対する改善策A
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令和４年度末の目指す姿

●各競技団体で系統的な育成強化ができる体制が構築され、国民体育
大会をはじめとする全国大会等で、安定した成績を残す競技団体が増加
している。

令和４年度の到達目標

①国民体育大会入賞競技数：
18競技団体

（１）RPDCA（進捗管理シート）に基づく競技力強化への支援　
　　　・全高知チーム（15競技）の認定（４月）
　　　・各競技団体の活動状況把握（ヒアリング・強化練習視察等）
　　　　　４月：５競技、５月：30競技、６月：６競技
　　　・全高知チームによる強化練習
　　　・国民体育大会第43回四国ブロック大会
　　　　　なぎなた競技【少年女子】（6/26高知市）・・・本大会出場

（３）スポーツ医科学の活用
　　　・SSC活用強化策年間計画の作成及び進捗管理
　　　　　　強化策活用競技団体：24団体
　　　　　　年間計画作成完了（5/13）
　　　・SSC活用強化策利用競技団体を中心としたヒアリングの実施
　　　・体力測定、各種サポートの実施　（実績は5月末現在）
　　　　＊体力測定の実施
　　　　　　４月（130名）５月（106名／一般24名、専門212名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計236名　　
　　　＊各種サポートの実施（外部サポートを含む）
　　　　　４月（182名）５月（379名）
　　　　　　コンディショニング413名（64回）
　　　　　　栄養84名（５回）
　　　　　　メンタル52名（６回）
　　　　　　映像12名（１回）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計:561名、76回）

　

●各競技団体の取組は、コロナ禍以前に近づきつつあるが、競技ごとのガイ
ドラインにより、一部の競技では活動の制限が見られる

　　　見えてきた課題C

　　　取り組み状況D

高知県スポーツ振興の
強化ポイント P49 事業実施計画 P83

第２期高知県スポーツ推進計画Ver.５（冊子）

①国民体育大会入賞競技数：（Ｈ29）15競技団体→（R元）
10競技団体 －

令和３年度の到達目標

①国民体育大会入賞競技数：
13競技団体→大会未開催

水泳、陸上、サッカー、柔道、剣道、ラグビー、レスリングﾞ、
ソフトボール、卓球、ライフル射撃、バドミントン、カヌー、
バスケットボール、ソフトテニス、バレーボール

※新型コロナウイルス感染症の影響で令和２年度、令和３年度と2年連
　続で国民体育大会が未実施となったため、直近（令和元年度）の実績
　を記載



●くろしおキッズにおいて、SNSの活用に加え、専用HPの開設、ユニフォーム作成
　を実施

　　　見えてきた課題に対する改善策A

施策の
方向性 （２）系統立てた育成・強化体制の確立

Ｒ４年度の到達目標に対するＲ３年度末の実績

主要な
取り組み

●ジュニア選手育成
・スポーツを知る・出会う機会の拡充【発掘】

（１）マッチングプログラム
　　・定員：R３年度840名（参加者1,195名）⇒R４年度1,420名
　　・回数：R３年度10回⇒R4年度18回
【実施時期】 9月末から11月末
　○マッチングⅠ…親子で運動に親しむ。年中から小学３年生が対象
　　Ⅰ-1…日本トップリーグ機構主催『あそビバ！』を3地域で実施（340名）
　　Ⅰ-2…対象年代にあった運動プログラムを3地域で実施（500名）
　○マッチングⅡ…自分に合った競技を見つける。小学３～６年生が対象
　　Ⅱ-1…スポーツ能力発見協会の体力測定会を２地域で実施（300名）
　　Ⅱ-2…競技体験教室の実施。３地域で開催（180名）
　○マッチングⅢ…県民のニーズに応えた内容であり、R4年度より追加
　　Ⅲ-１…パラスポーツイベントを実施（100名）
　　Ⅲ-２…中山間地域や学校をターゲットにスポーツ体験教室を６回実施

（２）高知くろしおキッズ
　　  R４年度在籍数 キッズ：69名
　【実施回数】 育成プログラム年間18回＋２回（５年生は３回）
　　・競技プログラム（14回）全15競技
　　・トレーニングプログラム・知的プログラム（４回）
　　・合宿プログラム（１回）
　　・スペシャルプログラム（１回）
　　　⇒オリンピアンや著名なスポーツ選手等による競技体験や講話
　　・四国交流プログラム（１回）※５年生のみ、愛媛県で開催予定
　　　⇒愛媛・香川のタレント生との競技体験プログラム（バレーボール）
　①広報活動の工夫及び強化
　　・くろしおキッズのユニフォームを作成・キッズへ提供
　　・活動内容の定期的な情報発信（SNSの有効活用）
　　・キッズ及び修了生の大会成績等の情報共有・発信
　②育成プログラムの質の向上
　　・プログラム後、講師の具体的フィードバック及び種目適性評価の実施
　　・自宅でのトレーニングの充実（トレーニング動画の提供・資料の共有）
　　・プログラム検討会の実施
　　・アンケートの実施（対象：キッズ、保護者、講師、関係者等）

　　　当初計画（今後の取り組み予定）P

●スポーツ体験教室の実施地域・回数の拡充（マッチングプログラム）
●広報活動の工夫及び強化（マッチングプログラム、くろしおキッズ）
●育成プログラムの質の充実（くろしおキッズ）
●修了生の追跡調査及びサポート（くろしおキッズ）

課題

事業概要

・高知県パスウェイシステム事業［マッチングプログラム（Ⅰ-1、Ⅰ-2、Ⅱ-1、Ⅱ-2、Ⅲ-１、Ⅲ-２）　高知くろしおキッズ］
・幼児から小学低学年の子どもへ運動やスポーツを行う機会を提供したり、小学中・高学年の児童へ自分に合った競技を見
 つけられる測定会やスポーツ体験会を実施するなど、体を動かす機会や専門的にスポーツを始める機会を提供する。
・体力運動能力に優れた小学生を発掘し、運動能力を高めるトレーニングや競技プログラムを実施するなど、将来の有望選
 手を発掘、育成していく取り組み。併せて競技団体へつなげる活動も行う。

令和４年度の取り組み状況

令和４年度末の目指す姿

●自分に合ったスポーツに出会う機会が増えている
●種目転向が円滑に行われている
●各競技団体において誰でも挑戦できるシステムが確立
されている
●全国大会で優秀な成績を収める選手が増加している

令和４年度の到達目標
①マッチングプログラムの参加者：1,420名
②キッズ応募者：180名以上
③キッズの体力Ａ判定：７割以上
④キッズ修了生の国際大会出場者数：３名

（２）高知くろしおキッズ
　●開始５/１（認定式）
　●実施回数（６月末時点）
　　・4年生５回・5年生５回・6年生５回
　●実施種目（６月末時点）（計４種目）
　　・トランポリン/ダンス/ライフル射撃/飛び込み
　　・知的プログラム（栄養、話し方）
　　・トレーニングプログラム（２回）
　①広報活動の工夫及び強化　
　　・プログラム後にSNSの活用をした情報発信（週１回程度）
　②プログラムの質の向上
　　・宿題トレーニング・実施プログラムの動画配信・資料提供
　　・インタビュー形式（動画）によるプログラムの振り返り

●くろしおキッズの活動のPRの強化が必要

　　　見えてきた課題C

　　　取り組み状況D
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競技力の向上施策の柱 2 高知県スポーツ振興の
強化ポイント P50 事業実施計画 P80

第２期高知県スポーツ推進計画Ver.５（冊子）

見直しの
方向性

①マッチングプログラムの参加者：1,195名 Ｂ

②キッズ応募者が180名以上：166名 Ｂ

③キッズの体力Ａ判定：９割以上 Ｓ

④国際大会出場者：３名 Ａ

令和３年度の到達目標

①マッチングプログラムの参加者：840名
②キッズ応募：180名以上
③キッズの体力A判定：５割以上
④キッズ修了生の国際大会出場者数：２名



施策の
方向性 （３）指導者等の育成及び受け入れの推進

Ｒ４年度の到達目標に対するＲ３年度末の実績

主要な
取り組み

●ジュニアに関わるスポーツ指導者の拡大及び指導力向上
　・ジュニアに関わるスポーツ指導者の拡大・指導力向上

（１）公認指導者資格取得講習会の県内開催の拡充
　①県内で開催する公認指導者資格取得講習会の充実
  　　・日本スポーツ協会公認資格
　　　・日本レクリエーション協会公認資格
　②指導者資格取得講習会の県内開催の拡大
　　　・県内開催の促進に向けた県内団体との調整
　　　・講習会実施に向け、開催に関する条件や周知の確認

（２）スポーツ少年団指導者の登録拡大・指導力向上
　　　・スタートコーチ養成講習会　
　　　・スポーツ少年団指導者研修会

（３）全高知チームを中心とした県内指導者の研修の充実
　①全高知チームごとの実践研修の実施
　　　・ジュニア指導に携わる指導者を対象とした実践研修
　②競技団体ごとの実践研修の実施
　　　・アドバイザー招聘事業等を活用した実践研修
　
（４）スポーツ医科学の活用
　　スポーツ科学センター主催の研修会（５回）

（５）障がい者スポーツ指導員養成事業
　①障がい者スポーツ指導員養成講習会（初級）8月予定
　②障がい者スポーツ指導員養成講習会（上級）12月予定

　　　当初計画（今後の取り組み予定）P

見直しの
方向性

●さらなる資格取得者の増加を図る必要がある
●資格取得のための講習会は主に県外で開催されていることや、すべての
　カリキュラムを終了するためには一定期間の受講が必要であるため、資格
　取得を目指す指導者の負担になっている

課題

事業概要

指導者育成事業（①公認スポーツ指導者資格養成講習会、②スタートコーチ養成講習会、③障がい者スポーツ指導員養成講習会等）
　スポーツ少年団をはじめ、総合型地域スポーツクラブ・学校運動部活動において、必要最低限度の知識・技能に基づき、安全
で効果的な活動を提供する「スタートコーチ」など、公認スポーツ指導者資格取得者の増加を目的とする取り組みに対して支援す
る。また、スポーツ推進委員の研修や障害者スポーツの指導者の育成を行う。

令和４年度の取り組み状況

●地域スポーツに関する市町村への説明会やスポーツ推進委員の会議等
の機会を捉え、公認資格取講習会の周知を行う

　　　見えてきた課題に対する改善策A
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令和４年度末の目指す姿

選手の年齢・発達段階・技術の習熟
度等を踏まえた柔軟な指導力や科学
的・合理的な指導力を有する質の高い
指導者が増加している。

令和４年度の到達目標

①日本ｽﾎﾟｰﾂ協会公認指導者数（ｽﾀｰﾄｺｰﾁ除く）：
1,500名
②スタートコーチ資格取得者：100名
③日本パラスポーツ協会公認指導者数：
 　初級150名、中級75名、上級19名

（１）公認指導者資格取得講習会の県内開催の拡充
　①県内で開催する公認指導者資格取得講習会の充実
　　・スポーツ指導者研修会（６/５）72名参加

（２）スポーツ少年団指導者の登録拡大・指導力向上
　　・第１回スタートコーチ養成講習会（6/12）17名参加、17名合格
　　・第２回スタートコーチ養成講習会（6/19）３名参加、３名合格
  　・第３回スタートコーチ養成講習会（7/9）開催予定（29名予定）

（３）全高知チームを中心とした県内指導者の研修の充実
　　　（※７月中旬に活動実績集計予定）
　
（４）スポーツ医科学の活用
　　スポーツ科学センター主催の研修会開催に向けたアンケートの実施（9

地域）

（５）障がい者スポーツ指導員養成事業
　①障がい者スポーツ指導員養成講習会（初級）予定
　②障がい者スポーツ指導員養成講習会（上級）予定

●公認資格講習会への参加者増を図る必要がある

　見えてきた課題C

　　　取り組み状況D

競技力の向上施策の柱 2 高知県スポーツ振興の
強化ポイント P51 事業実施計画 P87

第２期高知県スポーツ推進計画Ver.５（冊子）

①日本ｽﾎﾟｰﾂ協会公認指導者数（ｽﾀｰﾄｺｰﾁ除く）：1,371名 Ｂ

②スタートコーチ資格取得者(R3年度から実施)54名 Ｄ

③日本パラスポーツ協会公認指導者数
（初級132名　中級53名　上級18名）　 Ｂ

令和３年度の到達目標

①日本ｽﾎﾟｰﾂ協会公認指導者数（ｽﾀｰﾄｺｰﾁ除く）：
1,400名
②スタートコーチ資格取得者：30名
③日パラスポーツ協会公認指導者数：
　　初級150名、中級75名、上級19名



施策の
方向性 （４）スポーツ医科学の効果的な活用

Ｒ４年度の到達目標に対するＲ３年度末の実績

主要な
取り組み ●高知県スポーツ科学センター（ＳＳＣ）によるスポーツ医科学サポートの強化

（１）パフォーマンス向上支援事業
　　①パフォーマンス向上支援事業
　　　・SSC活用強化策年間計画の作成及び進捗管理
　　　・SSC活用強化策利用競技団体を中心としたヒアリングの実施
　　　・体力測定、各種サポートの実施
　　②研修・支援事業
　　　・競技別コーディネーター（各競技団体に配置している医科学担当
　　　者）の資質向上（年間２回の講習会）
　
（２）研修・支援事業
　　・競技別コーディネーター（各競技団体に配置している医科学担当
　　　者）の資質向上（年間２回の講習会）
　　・サポートチームスタッフ（SSCに登録されたスポーツ医科学面から選手
　　　をサポートする各分野の専門スタッフ）の資質向上及び育成
　　　（年間８回の講習）
　　・地域のスポーツ指導者やスポーツ拠点のスタッフの資質向上（再掲）
　　　（年間５回の研修）
　　・地域の要望や実施場所の検討ため、地域スポーツハブ拠点施設への
　　　アンケートの実施
　　・上記研修会等のリモートでの実施検討

（３）研究・情報活用事業
　　・ホームページによるスポーツ医科学情報（動画を含む）の発信
　　・HPSCネットワーク連携機関（体力測定）によるHPSCとの連携

（４）高知県スポーツ科学センター推進協議会
　　・事業改善の提案及び助言、管理運営の状況を適切に評価
　　・年間２回の実施（7月、2月）
　

●SSCの現体制における利用者増や利用者のニーズへの対応を検討
●次年度以降に向けたSSCの体制強化の検討

　　　当初計画（今後の取り組み予定）P

見直しの
方向性

●SSCスタッフのさらなる体制強化
●アスリートを支援するサポートスタッフの育
　成及び資質の向上（外部スタッフ）
●競技団体による活用内容や頻度がまだ
　十分でない

課題

事業概要
スポーツ科学センター管理運営委託事業
スポーツ現場において行われる、競技力向上や健康の維持増進に向けた技術練習やトレーニングが、年齢、体力、競技特性に
応じて、合理的かつ効率的に行われるよう、スポーツ医科学の見地から様々なサポートを行う。

令和４年度の取り組み状況

　　　見えてきた課題に対する改善策A
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令和４年度末の目指す姿

●選手にスポーツ医科学のサ
ポートが行き届き、効果的な育
成・強化が図られている。

令和４年度の到達目標

①スポーツ医科学担当者を配置し、組織的にスポーツ医
科学を活用している競技団体数：20団体
②スポーツ医科学を積極的に活用する競技団体が増加
する：41団体
③SSC利用者の増加：前年度比10％増
④SSCの各種サポートを利用したアスリートが成果を実感
している：アンケートによる実感率80％以上
⑤県内のアスリートのスポーツ障害が減少している：メディ
カルチェック要再検査以上の割合が30％以下

（１）パフォーマンス向上支援事業
　　　・SSC活用強化策年間計画の作成及び進捗管理
　　　　　　強化策活用競技団体：24団体
　　　　　　年間計画作成完了（5/13）
　　　・SSC活用強化策利用競技団体を中心としたヒアリングの実施
　　　・体力測定、各種サポートの実施　（実績は5月末現在）
　　　　＊体力測定の実施
　　　　　　４月（130名）５月（106名／一般24名、専門212名）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計236名　　
　　　＊各種サポートの実施（外部サポートを含む）
　　　　　４月（182名）５月（379名）
　　　　　　コンディショニング413名（64回）
　　　　　　栄養84名（５回）
　　　　　　メンタル52名（６回）
　　　　　　映像12名（１回）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計:561名、76回
　　
（２）研修・支援事業
　　・アンケートの実施（９地域）
　　　　室戸市、安芸市、香南市、南国市、土佐市、須崎市、
　　　　四万十町、宿毛市、土佐清水市

　

●利用者の増加やニーズの多様化に対応するSSCの体制のさらなる充実

　　　見えてきた課題C

　　　取り組み状況D

競技力の向上施策の柱 2 高知県スポーツ振興の
強化ポイント P52 事業実施計画 P88

第２期高知県スポーツ推進計画Ver.５（冊子）

①組織的に活用している団体数(担当者を配置して取り組んでいる団体):10団体 Ｄ

②積極的に活用する団体(専門体力測定と各種サポートの両方を活用している団体):15団体 Ｄ

③SSC利用者　体力測定  　（R2）521名⇒（R3）548名〈５％増〉
　　　　　　　　　　各種サポート（R2）1,047名⇒（R3）1,031名〈－〉 Ｄ

④SSCの各種サポートを利用したアスリートが成果を実感している：95.2% Ｓ

⑤県内のアスリートのスポーツ障害が減少している:45.5% Ｄ

令和３年度の到達目標

①スポーツ医科学担当者を配置し、組織的にスポーツ医
科学を活用している競技団体数：20団体
②スポーツ医科学を積極的に活用する競技団体が増加
する：30団体
③SSC利用者の増加：前年度比10％増
④SSCの各種サポートを利用したアスリートが成果を実
感 している：アンケートによる実感率80％以上
⑤県内のアスリートのスポーツ障害が減少している：
メディカルチェック要再検査以上の割合が35％以下



●アマチュア合宿助成金（KVCA)の申請件数が伸び悩んでいる

　　　見えてきた課題C

スポーツを通じた
    活力ある県づくり施策の柱 ３

施策の
方向性 （１）スポーツを通じた経済・地域の活性化 主要な

取り組み プロスポーツ、アマチュアスポーツの誘致

（1）プロスポーツの誘致活動
　① プロ野球、Jリーグ、ゴルフ、ラグビー
　  ・新規チームを含めた誘致、受入体制強化に向けた関係機関との連携
　② サイクリング　JCL（ジャパンサイクルリーグ）
　　・JCL高知大会の成功に向けた関係機関との連携
　③ 県内チーム
　　・高知FD、高知USCとホーム戦観戦者増等に向けた連携　

（2）アマチュアスポーツの誘致活動
　① ターゲット毎の誘致活動
　　・トップチーム
　　　→直接訪問、アドバイザー等の活用
　　・社会人、大学・高校生等のチーム
　　　→情報発信の強化
　　　　（KVCA助成金利用実績のあるチームへの案内メール、市町村や
　　　　　 宿泊施設・スポーツ施設、県内競技団体、高校等の部活動監
           督等からの声がけ）
　　　→旅行会社を通じた誘致
　　　→県外事務所との連携や他部局の事業を通じた情報発信
　② 関西戦略における誘致活動
　　・大阪体育大学との「連携協力に関する協定締結」に基づく当大学
　　　クラブチームやOB・OGへの助成制度等の周知
　　・阪神タイガースwomenの誘致活動

（3）県内受入機関との連携
　　・市町村、スポーツ施設のニーズや状況把握、情報共有の仕組みづくり
　　・KVCAとの定例会開催（月1～2回）
　　　→戦略、スケジュール、進捗状況、課題、ニーズ等の情報共有

（4）入込客数の集計方法の見直し、経済波及効果の測定
　　・毎年、経済波及効果を公表できるよう入込客数を集計、分析

　　　当初計画（今後の取り組み予定）P

見直しの
方向性

●withコロナにおけるプキャンプ・合宿、大会の誘致
●情報発信（KVCA合宿助成金、県内スポーツ施設情報）の強化
●県内スポーツ施設の幅広い活用、利用状況やニーズの把握
●県内受入機関との連携、情報共有
●県外入込客数の実績値の集計方法の見直し
●経済波及効果の把握

課題

事業概要 　プロスポーツ、アマチュアスポーツのキャンプ・合宿、大会の誘致を行い、県民のスポーツに対する機運の醸成を図るとともに、競技
力の向上、交流人口の拡大など経済・地域の活性化につなげる。

●アマチュアスポーツの誘致活動（情報発信）の強化
●入込客数の実績値の集計方法のマニュアル作成

　　　見えてきた課題に対する改善策A

令和４年度の取り組み状況

11

令和４年度の到達目標

①県外入込客数：14万人

（1）プロスポーツの誘致活動
① プロ野球、Jリーグ、ゴルフ、ラグビー　
　〈プロ野球〉
　　　・西武ライオンズ高知県フェア開催（4/22）
　　　・阪神タイガース高知県・安芸市フェア開催（7/1）
　　　・千葉ロッテマリーンズ高知県フェア開催（7月調整中）
　〈ラグビー〉
　　　・トンガサムライXV高知キャンプ（6/5～9）
　　　・トンガ復興チャリティマッチ高知県ブース出展（6/11）
② サイクリング　JCL（ジャパンサイクルリーグ）
　〈サイクリング〉
　　　・JCL高知大会実行委員会設立（5/17）
　　　・JCL高知大会開催（9/25予定）
③ 県内チーム
　〈高知ファイティングドッグス(高知FD〉
　　　・ホーム戦における県外観戦者誘致に係る委託業務締結（4/15）
　〈高知ユナイテッド（高知USC）との連携〉
  　  ・ホーム戦における観戦者誘致に係る委託業務締結（4/15）　
　　　・J３昇格に向けた施設整備に関する関係機関協議（適宜）
　　　（関係機関：高知USC、公園下水道課、スポーツ課）
 
（2）アマチュアスポーツの誘致活動　　
　　・KVCAの高知県アマチュアスポーツ合宿支援事業（助成金）の周知
　　　　大阪体育大学（協定締結）や紹介を受けた団体への周知
　　　　R４年度４月～５月（申請：18件、実績：5件）
　　　　参考：R３年度４月～５月（申請：27件、実績：3件）

（3）県内受入機関との連携
　　・市町村等へのヒアリング、KVCAとの定例会を開始

（4）入込客数の集計方法の見直し、経済波及効果の測定
　　・KVCAとの継続的な協議を実施

　　　取り組み状況D

Ｒ４年度の到達目標に対するＲ３年度末の実績

●プロスポーツ、アマチュアスポーツのキャンプ・合宿、大会等が、コロナ禍
　以前のように開催され観戦客も訪れ、経済・地域の活性化に繋がって
  いる。

令和４年度末の目指す姿

高知県スポーツ振興の
強化ポイント P54 事業実施計画 P92

第２期高知県スポーツ推進計画Ver.５（冊子）

(人)
暦年県外

入込客数 H30 R1 R2 R3

プロ 64,451 74,237 28,902 4,243

アマ 4,891 4,406 2,364 2,633

大会 21,094 19,653 8,808 4,572

合計 90,436 98,296 40,074 11,448

①県外入込客数：13万人

令和３年度の到達目標

Ｄ



施策の
方向性 （１）スポーツを通じた経済・地域の活性化

　

※ｻｲｸﾘﾝｸﾞ､ﾄﾗｲｱｽﾛﾝ､ﾏﾗｿﾝ､ｳｫｰｷﾝｸﾞ､ｵｰﾌﾟﾝｳｫｰﾀｰｽｲﾐﾝｸﾞ､ｶﾇｰ､ｻｰﾌｨﾝ､　
　 ｺﾞﾙﾌ､ｸﾗｯｼｸｶｰﾗﾘｰを計上

Ｒ４年度の到達目標に対するＲ３年度末の実績

主要な
取り組み

・自然環境を生かしたスポーツツーリズムの推進
・高知龍馬マラソンの開催

（1）自然環境を生かしたスポーツツーリズムの推進
　① プロモーションサイト(webサイト）を新たに構築
　② 自然環境を生かしたスポーツ大会開催の支援
　③ サイクルスポーツの推進
　　・JCL高知大会の成功に向けた関係機関との連携
　　・ナショナルサイクルルート指定に向けた関係機関との連携

（2）高知龍馬マラソン2023の開催
　・１万人規模の大会開催

●助成制度の周知強化（チラシ作成等）
●龍馬マラソンにおける運営体制の強化、準備業務の効率化

　　　当初計画（今後の取り組み予定）P

見直しの
方向性

●本県の強みである自然環境を生かしたスポーツ情報の周知不足
●高知龍馬マラソン2023年大会の1万人規模の開催に向けた大
会運営　
　（コロナ対策、参加者・ボランティア、協賛企業の確保等）

課題

事業概要

・本県の自然環境を生かしたスポーツツーリズムを推進し、県民のスポーツに対する機運の醸成を図るとともに、競技力の向上、　　
 交流人口の拡大など経済・地域の活性化につなげる。
・高知龍馬マラソンを通じて、県民のスポーツや健康への関心を高め、生涯スポーツのより一層の普及・振興及びスポーツツーリズ
 ムの推進を図る。

令和４年度の取り組み状況

　　　見えてきた課題に対する改善策A
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令和４年度末の目指す姿

●本県の自然環境を生かしたスポーツが広く認知され、経済・地域の活性
化に繋がっている。
●高知龍馬マラソン2023の１万人規模の開催

令和４年度の到達目標

①県外入込客数：14万人

（１）自然環境を生かしたスポーツツーリズムの推進
　① プロモーションサイトを新たに構築
　　・プロポーザル審査会開催（5/12）
　　・候補者と契約締結（6月末予定）
　② 自然環境を生かしたスポーツ大会の支援
　　・スポーツ大会規模を幅広く支援することを目的に、KVCAが創設した
　　　自然環境を活かしたスポーツ大会支援事業（助成金）に「小規模
　　　大会事業枠」をＲ４年１月に新設
　　　※小規模大会枠：延宿泊数50～99泊
　　　　当助成金の申請受付状況
　　　　　R４年度４～５月（申請：1件、実績：1件）
　　　　　　※うち新設枠分（申請：0件、実績：0件）
　　　　　　※うち既存枠分
　　　　　　　　高知仁淀ブルーライド（サイクリング）（5/29開催）
　　　　　R３年度実績（申請：1件、実績：0件）
　③ サイクルスポーツの推進
　　・JCL高知大会開催（9/25予定）
　　・ナショナルサイクルルート指定に向けた関係機関との協議(6/22)

（2） 高知龍馬マラソン2023の開催
　　・高知龍馬マラソン実行委員会第１回総会開催（7/1）
　　・高知龍馬マラソン2023開催（R5.2/19）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※開催日程は、4/11に公表済み

●自然環境を生かしたスポーツ大会助成制度の周知が十分でない
●龍馬マラソン2023大会(1万人規模)における安心・安全の確保及び魅力
　ある大会づくり

　　　見えてきた課題C

　　　取り組み状況D

スポーツを通じた
    活力ある県づくり施策の柱 ３ 高知県スポーツ振興の

強化ポイント
P54
Ｐ55 事業実施計画 P94

第２期高知県スポーツ推進計画Ver.５（冊子）

(人)

令和３年度の到達目標

①県外入込客数：13万人

Ｄ

県外
入込客数 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

自然※（暦年） 18,486 18,021 5,503 2,637

龍馬マラソン（年度） 4,949 4,819 中止 中止



３本の柱に横断的に関わる施策の方向性

施策の
方向性

（１）オリンピック・パラリンピック等を契機としたスポー
ツの振興

Ｒ４年度の到達目標に対するＲ３年度末の実績

主要な
取り組み

●オリンピック・パラリンピック等を通じて形成されたホスト
タウン登録国等とのネットワークを活かした交流事業

（１）第19回FINA世界水泳選手権2022福岡大会（令和５年７
　　　　月開催）事前合宿の受入
　　①チェコとの継続的な協議
　　　・合宿受入れに向けた継続的な協議（メール、オンライン）
　　②高知市、宿泊施設等との連携による受入体制構築
　　　・施設の利用調整
　　③コロナ禍における事前合宿受入れに向けた対応
　　　・世界水泳選手権福岡大会事務局との連携による受入体制構築
　　④練習相手の確保
　　　・競技団体や学校への協力依頼

（２）シンガポールスポーツスクールと県内学生とのスポーツ交流（卓球、　
　　　　バドミントン）の実施
　　①シンガポールスポーツスクールとの継続的な協議
　　　・シンガポール訪問に向けた継続的な協議（メール、オンライン）
　　②競技団体、学校等との連携による訪問体制構築
　　　・交流内容及び参加者の調整

（３）ホストタウン交流に向けた支援

　

　　①各競技団体への支援
　　　・必要に応じた調整、協議
　　②補助金要綱の制定

　

　　　当初計画（今後の取り組み予定）P

●各種交流の実施・継続に向
　けた調整や支援が必要 

課題

事業概要

国際交流事業
2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会を契機として構築したホストタウン登録国とのネットワークを活かして、　将来を
担う子ども達が夢や希望を抱いてスポーツに取り組み、県民の誰もがスポーツに親しめる環境づくりや、地域の活性化につなげる
取り組みを行う。

令和４年度の取り組み状況
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令和４年度末の目指す姿

●オリンピック・パラリンピックのレガシーとして、ホストタウン国とのスポーツ交流
などが、県や市町村、関係団体等の事業として継続している
●聖火リレーが開催されたことで醸成されたスポーツ機運が継続している

令和４年度の到達目標

①ホストタウンの交流が、大会後のレ
ガシーとして継続している
※令和３年度の到達目標に追加　
南国市（シンガポール）

（１）第19回FINA世界水泳選手権2022福岡大会（令和５年７
　　　　月開催）事前合宿の受入
　　①チェコとの継続的な協議
　　　　・メールによる協議、調整（随時）
　　　　※大会の延期が決定したため、次年度の受け入れに向けた調整

（２）シンガポールスポーツスクールと県内学生とのスポーツ交流（卓球、
　　　　バドミントン）の実施
　　①シンガポールスポーツスクールとの継続的な協議
　　　　・メールによる協議、調整（随時）　
　　②競技団体、学校等との連携による訪問体制構築
　　　　・必要に応じた協議、調整（随時）
　　　※新型コロナウイルス感染症の影響により、今年度は訪問によらない交
　　　　　流（オンラインの活用等）の実施を検討することを決定

（３）ホストタウン交流に向けた支援
　　①各競技団体への支援
　　　・必要に応じた調整、協議
　　　　※オーストラリア（ソフトボール）は中止

　　　取り組み状況D
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●中止になった取組については、次年度以降の継続した交流につなげるた
　めの調整を実施

見直しの
方向性

　　　見えてきた課題に対する改善策A
●新型コロナウイルス感染症の影響で、事前合宿の受け入れや海外との交流
　　実施にはまだ制限がある

　　　見えてきた課題C

令和３年度の到達目標

①チェコ、シンガポールの事前合宿
の実施
②大会後のレガシー構築のために、
相手国関係者と継続的に協議

●事前合宿：2ヵ国、５競技、58名の選手団の受入れ
　〇チェコ共和国 ：7月11日～30日／４競技45名（陸上14名,水泳14名,カヌー13名,ボート4名）
　〇シンガポール共和国：7月11日～20日／１競技13名（バドミントン13名）
●連携協定の締結
　○チェコカヌー協会－高知県カヌー協会　
　○シンガポールスポーツスクール－高知県教育委員会
　○ソフトボールクイーンズランド（オーストラリア）－高知県ソフトボール協会
　○チェコソフトボール協会－高知県ソフトボール協会（協定締結予定）

－

●聖火リレー
　　・オリンピック聖火リレー：4月19日・20日／19市町村21箇所
　　・パラリンピック聖火イベント：8月16日

－

国名 種目 実施時期
（予定） 実施主体

チェコ
カヌー R４.８月頃 高知県カヌー協会

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ R４.９月頃 高知県ソフトボール協会
オランダ サッカー R５.２月頃 高知県サッカー協会
ｵｰｽﾄﾗﾘｱ ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ R４.８月頃 高知県ソフトボール協会


